
＜令和７年度 鈴鹿市立河曲小学校 学校経営の改革方針> 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

❖重点目標（方針）と目標達成のための取組（方策）❖ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆めざすこども像◆ 

〇自ら学び、協働して課題を解決する子 

〇違いを認め合い、人の気持ちをわかろうとする子 

〇健康で安全な生活を心がけ、自ら体を鍛える子 

 

 

 

 

 

 

 

◆めざす学校像◆ 

「仲間とともに、愛と絆を育む学校」 

○ 自分・友だち・学校・地域を大切にする心を育む学校 

○ 自ら学び、仲間とともに高め合う力を育む学校 

○ 保護者・地域とともにこどもを育む学校 

 

 

 

 

 

 

 

★確かな学力の定着★ 

〇「主体的・対話的で深い学び」への授業改善 

〇ICT機器の効果的な活用 

○全国学調・みえスタの分析による授業改善 

○習熟度別学習、TTの効果的な活用 

○基礎学力向上のための取組 

〇家庭学習の充実 

〇非認知能力育成を意識した授業づくり 

〇読書活動の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★人権教育・特別支援教育の推進★ 

〇「居場所」と「絆」のある学級づくりの推進 

〇多文化共生の学校づくりの推進 

○国際教室と連携した日本語教育の推進 

○通級指導等の特別支援教育の充実 

〇非認知能力（やりぬく力、自制心、自己肯定感、 

社会性）を身につける児童の自主活動の育成 

〇人権カリキュラムに基づく系統的な人権学習の実施 

★健やかな心身の育成★ 

〇全学年による体力テスト実施 

〇体力テストを活用した授業改善 

〇健康教育、食育の推進  

〇運動の日常化の推進 

〇規則正しい生活習慣 

〇ノーメディアデーの実施  

○情報モラル教育の推進 

 

★安全・安心な教育環境づくり★ 

〇学校安全計画に基づく安全教育の推進 

〇校内危険個所の点検・修理 

○校内危機管理体制の確立 

○保護者、地域と連携した安全安心対策の推進  

○挨拶と清掃が行き届いた学校環境づくり 

〇いじめの未然防止、早期発見、早期対応 

 

 

★地域とともにある学校づくり★ 

〇学校運営協議会での協議に基づく学校運営

の改善・充実 

〇地域人材や地域教材の積極的な活用 

○保護者、地域への積極的な情報発信 

○河曲地区地域づくり協議会、民生委員、 

公民館等との連携 

〇神戸中校区での連携した取組の推進 

 

 

★教職員が働きやすい労働環境づくり★ 

〇満足感がもてる教職員集団づくり「チーム河曲」 

〇風通しのよい職場作り 

〇服務規律確保を徹底 

〇総勤務時間の縮減 

〈目標値〉 

・月 45時間（年 360時間）を超える時間外労働延べ人数 0人 

・一人当たりの月平均時間外労働を 30時間以内 

・休暇取得（月平均日数の年間合計）目標日数 20日以上 

・設定した日の定時に退校できた職員の割合 90％以上 

・放課後に開催して 60分以内に終了した会議の割合 80％以上 

 

 

 

 

◆学校教育目標◆ 

「自ら学び、ともに生きる社会をつくろうとするこどもの育成」 
 

◆めざす教師像◆ 

○こどものやる気を引き出す教職員 

○組織的、主体的に行動できる教職員 

○使命感と向上心のある教職員 

 

 


